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『ATMのトリセツ』【第１刷】 正誤表 

本書につき記載に誤りがありました。お詫びのうえ下記のとおり訂正申し上げます。 

 

 

P14 ２段落目 

ATM 拠点数は人口に依存する傾向が強いため、図表４－３のとおり、人口の上位 10 都道

府県がそのまま ATM拠点数の上位 10都道府県となっています。しかし、そのようなエリア

は人口分の ATM 拠点を充足させることは難しく、人口 1,000 人あたりの ATM 拠点数は人口

の少ないエリアが上位となります（図表４－４）。 

 

 

P15 図表 

 

図表 4-4 人口 1千人あたりの ATM拠点数 上位 10都道府県 

順 位 都道府県 
人口（千人） 

※2018年 10月 

人口 1,000人あたりの 

ATM拠点数 

1 高知県 706 1.46 

2 秋田県 981 1.43 

3 山形県 1,090 1.41 

4 鳥取県 560 1.40 

5 徳島県 736 1.40 

6 島根県 680 1.37 

7 岩手県 1,241 1.33 

8 愛媛県 1,352 1.27 

9 青森県 1,263 1.24 

10 香川県 962 1.20 

（出所）日本 ATM株式会社拠点データベース、総務省統計局「都道府県，男女別人口及び

人口性比―総人口、日本人人口(平成 30年 10月 1日現在)」より筆者作成 

 

 

 


